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１ 実践の概要 

第５学年の小数のわり算や割合などの学習は，「小数でわることはどういうことなのか」や「割合とは

何なのか」といった疑問が生じるなど，内容や概念の理解が比較的難しい単元であると考える。 

また，算数科の授業で学習のまとめを行う際，教師が黒板に書いたものを児童がノートに写すだけで

は，自分自身で何がわかったのかを振り返って言語化したり認知したりすることができない。内容や発

達段階にもよるが，学んだことを振り返って自分の言葉でまとめるという行為は大切にしたい学びであ

る。 

 そこで本実践では，小数のわり算や割合の学習のまとめを AIAI モンキ―で共有するようにした。こ

れによって理解を深めるとともに，自分でうまくまとめが書けない児童は友だちの考えを参考にするこ

とができるようにした。さらに，「わくわくの実」の分析で表出される言葉によって，「整数」や「１と

みる」などの概念のキーワードを印象付けることができた。  

２ 授業の実際 

（１）小数のわり算 

 第５学年の小数のわり算の学習では，始め

に÷小数の意味の拡張を行う。それまでは÷

整数の場合のみ，わり算が意味的に成り立っ

ていたが，わる数が小数になっても整数の場

合と同じようにわり算が使えるというよう

にわり算の意味を広げるのである。その後，

÷小数の計算の仕方について考えていく。例

えば，360÷1.8のような計算をどのようにや

ったらよいかを既習事項をもとに考える。こ

の学習のまとめを一人一人が書いたものを

AIAIモンキ―で共有した。 

 

 その後，「わくわくの実」で分析すると資料２のよう

になった。これを見ると，「小数を整数に直して計算す

る」という本質的な部分がキーワードとして表れてい

ることがわかる。これをもとに，児童に小数のわり算

とはどのように計算するのかをキーワードで印象付

けることができた。 

 

 

 

【資料１ 小数のわり算のまとめ】 

【資料２ 小数のわり算のわくわくの実】 



（２）割合 

 第５学年の割合の導入では，次の A と C ではシュートがよく入ったのはどちらか，という問題を通

して，割合とは何かを考えていくように授業を行った。 

 児童からは，公倍数を使って本数をそろえて比べる考えや，分

数や小数で表して比べる考えが出された。
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０．６２５は何を表しているのかを議論するとともに，これらは割合であることをおさえ

ていった。この授業のまとめとして，児童が割合について自分の言葉でまとめたものを共

有した。 

【資料３ 割合のまとめ】 

 

 その後，わくわくの実で分析すると資料４のようにな

った。「１」「基準」などがキーワードとして表出されて

いることが見て取れる。キーワードを印象付け，概念の

理解につなげることに役立った。 

３ 考察 

・児童にとって比較的難しい概念の理解にテキストマイ

ニングの機能を活かす試みができた。 

・算数科では，主となる学習活動があるため，AIAIモン

キーは授業のまとめや振り返りなどでの活用が考えられ

る。そのためだけに，わざわざ PC を準備してログイン

して書くとなると多少手間がかかる。しかし，手間がか

かってもやるだけの効果のあるものであればやる価値は

ある。 

・個人名が言葉として，または，単語として認識，抽出されなかった。  

 うった数 入った数 

Ａ １０本 ６本 

Ｃ ８本 ５本 

【資料４ 割合のわくわくの実】 


